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決算
報告

令 和 ５ 年 度

　
令
和
５
年
度
の
各
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
の
総
額
は
、
２
３
１
億
３
７
１
６
万

円
、
歳
出
決
算
の
総
額
は
、
２
１
８
億
１
１
５
０
万
円
で
、
そ
の
差
引
額

は
、
13
億
２
５
６
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
と
な
っ
た
事
業
の
財
源
を
除
い
た
剰

余
金
の
う
ち
、
３
億
５
２
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残

り
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
政
課
☎

（76）
０
９
６
３

内訳 用語解説 決算額
（令和５年度）

前年度決算額
（令和４年度）

増減額
（前年比）

市税 皆さんに納めていただいた
税金 65 億 5,775 万円 65 億 6,261 万円 － 486 万円

地方
交付税

全ての自治体が一定水準の
サービスができるよう国か
ら交付されたお金

43 億 9,204 万円 42 億 5,748 万円 + １億 3,456 万円

国庫
支出金

市の事業へ国から交付され
たお金 40 億 1,316 万円 39 億 9,493 万円 + 1,823 万円

市債 国や金融機関から借りたお
金 17 億 9,600 万円 12 億 1,780 万円 ＋ 5 億 7,820 万円

県
支出金

市の事業へ県から交付され
たお金 16 億 7,410 万円 16 億 1,263 万円 ＋ 6,147 万円

地方
消費税
交付金

消費税を財源として交付さ
れたお金 12 億 3,187 万円 12 億 4,326 万円 － 1,139 万円

繰入金
特別会計から繰り入れたお
金や貯金（基金）の取り崩
し

10 億 812 万円 9 億 5,433 万円 ＋ 5,379 万円

繰越金 前年度決算の結果、繰り越
されたお金 9 億 61 万円 8 億 24 万円 + １億 37 万円

財産
収入

市が有する財産の貸与。売り
払いなどによって得た収入 ３億 6,202 万円 ３億 3,878 万円 ＋ 2,324 万円

その他
各種交付金、使用料、手数
料など 12 億 149 万円 11 億 5,406 万円 ＋ 4,743 万円

上記のうち寄付金の額 （6,066 万円 ) （3,879 万円 ) （ ＋ 2,187 万円 )

合計 231 億 3,716 万円 221 億 3,612 万円 + 10 億 104 万円

東
支
所
改
修
工
事
お
よ
び

滞
在
型
宿
泊
施
設
整
備
事

業
の
財
源
と
し
た
過
疎
対

策
事
業
債
の
増
に
よ
り
市

債
が
増
加

一般会計歳入決算額　231 億 3,716 万円

歳入
231億3,716万円

その他
12億149万円
5.2％

市税
65億5,775万円
28.3％

地方交付税
43億9,204万円
19.0％

国庫支出金
40億1,316万円
17.3％

県支出金
16億7,410万円
7.2％

地方消費税交付金
12億3,187万円
5.3％

繰入金
10億812万円
4.4％

繰越金
9億61万円
3.9％

財産収入
3億6,202万円
1.6％

市債
17億9,600万円
7.8％

一
般
会
計
歳
入

内訳 用語解説 決算額
（令和５年度）

前年度決算額
（令和４年度）

増減額
（前年比）

民生費 高齢者、障がい者、児童な
どの福祉経費 82 億 5,391 万円 77 億 8,734 万円 ＋ 4 億 6,657 万円

総務費 市の全般的な管理事務費、
選挙費など 32 億 8,929 万円 27 億 4,496 万円 ＋ 5 億 4,433 万円

教育費 小・中学校、幼稚園などの
教育関係経費 23 億 9,854 万円 22 億 2,168 万円 ＋１億 7,686 万円

土木費 道路や河川、公園などを整
備する経費 22 億 3,124 万円 16 億 8,655 万円 ＋５億 4,469 万円

衛生費 環境保全、健康増進などの
経費 16 億 6,293 万円 18 億 5,375 万円 － 1 億 9,082 万円

公債費 国や金融機関から借りたお
金の返済費用 16 億 592 万円 15 億 5,438 万円 ＋ 5,154 万円

消防費 消防や災害対策のための経
費 ９億 3,764 万円 9 億 2,173 万円 ＋ 1,591 万円

商工費 商工業や観光の振興のため
の経費 6 億 7,450 万円 9 億 5,730 万円 － 2 億 8,280 万円

農林水
産業費

農林水産業の振興を図るた
めの経費 ５億 4,962 万円 5 億 2,626 万円 ＋ 2,336 万円

議会費 議会運営のための経費 1 億 9,896 万円 ２億 174 万円 － 278 万円

その他 労働費、災害復旧費、諸支
出金 895 万円 2,981 万円 － 2,086 万円

合計 218 億 1,150 万円 204 億 8,550 万円 ＋ 13 億 2,600 万円

笠
懸
第
１
保
育
園
園
舎
増

築
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改
修
工
事
や
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整
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な
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よ
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総
務
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お
よ
び
土
木
費
が
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加

一
般
会
計
歳
出

一般会計歳出決算額　218 億 1,150 万円
農林水産業費
5億4,962万円
2.5％

民生費
82億5,391万円
37.8％

総務費
32億8,929万円
15.1％

教育費
23億9,854万円
11.0％

衛生費
16億6,293万円
7.6％

公債費
16億592万円
7.4％

消防費
9億3,764万円
4.3％

土木費
22億3,124万円
10.2％

議会費
1億9,896万円
0.9％

その他
895万円
0.1％

商工費
6億7,450万円
3.1％

歳出
218億1,150万円

決算報告

　市の貯金（基金）は、将来の緊
急の支出に備える財政調整基金の
ほか、ふるさとづくり基金、義務
教育施設整備基金など、さまざま
な目的で積み立てた基金がありま
す。将来にわたって安定的な財政
運営を行うため、計画的な運用に
努めていきます。

市民１人当たりの
借金はいくら？

市民１人当たりの
貯金はいくら？

借金（市債）残高
38 万 6,454 円

貯金（基金）残高
21 万 3,076 円

■総残高は 103億 7,550 万円です。
※�出納整理期間中の積み立てを含みます。
■�令和６年３月末の住民基本台帳人口
（48,694 人）で算出しています。

令和５年度末 79 億 427 万円
令和４年度末 80 億 5,805 万円

増減額 －１億 5,378 万円

財政調整基金残高の推移

費
税
を
財
源
と
し
て

交
付
さ
れ
る
地
方
消

費
税
交
付
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ま
し

た
が
、
東
支
所
改
修
工
事
お

よ
び
滞
在
型
宿
泊
施
設
整
備

事
業
の
財
源
と
し
た
過
疎
対

策
事
業
債
の
増
に
よ
る
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債

の
増
加
や
、
臨
時
費
目
の
創

設
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
追

加
交
付
が
行
わ
れ
、
地
方
交

付
税
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
歳
入
全
体
で
は
前

年
度
よ
り
10
億
１
０
４
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

消
和
４
年
度
に
実
施
し

た
原
油
価
格
や
物
価

高
騰
に
伴
う
経
済
対
策
と
し

た
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
金

の
交
付
終
了
に
伴
い
、
商
工

費
が
減
少
し
ま
し
た
。
一

方
、
個
別
施
設
計
画
に
基
づ

く
笠
懸
第
１
保
育
園
園
舎
増

築
・
改
修
工
事
な
ど
の
実
施

に
よ
り
総
務
費
が
増
加
し
、

ま
た
、
市
道
整
備
事
業
な
ど

に
よ
る
土
木
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
歳
出
全
体
で
は
前

年
度
よ
り
13
億
２
６
０
０
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

令

　市では主に公共施設の整備を行
う時などに借金をします。
　道路や学校、公園などの公共施
設は、長年にわたり使用する財産
であるため、現世代が利用するだ
けでなく後世代の市民も使用しま
す。そのため、将来便益を受ける
後世代の市民にも借金の返済を通
じて費用を負担してもらい、平準
化することで世代間の公平を調整
する役目があります。
　令和５年度は、公共施設等総合
管理計画事業や市道整備事業など
を行い、その財源として借金をし
ました。

■総残高は 188億 1,800 万円です。
※�元利償還金の一部は後年度に普通交
付税として交付されます。
■�令和６年３月末の住民基本台帳人口
（48,694 人）で算出しています。

　令和５年度は、物価高騰対策の
実施などにより財源が不足したた
め、９億 2,634 万円を取り崩し
ました。

【主な増減の理由】

※単位未満の額は端数処理しています。
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■�保育園・認定こども園へ支払った委託料や給付費
…14億 2,137 万円

■�桐生厚生総合病院への負担金・補助金など
…１億 7,400 万円

■新型コロナウイルスワクチン接種に要した経費
…１億 1,325 万円

《
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
一
般
会
計
の
主
な
施
策
・
事
業
》

❶健やかに生きる安心のまちづくり
■学校給食の管理運営
■小・中学校の施設改修工事
■英語体験学習に要した経費

…３億 7,070 万円
…6,479 万円
…431 万円

❷人を育て文化をはぐくむまちづくり

■常備消防事業の委託
■桐生市清掃センターへごみ処理の委託

■�防災訓練に要した経費

…６億 6,806 万円

…7,391 万円
…1,315 万円

❸安全で安心して生活できるまちづくり
■�電話でバス、大間々・笠懸路線バスおよび東町路線
バスの運営　　　　　　　　��　�…1億1,612万円
■わたらせ渓谷鐵道に対する運行維持費の補助

…8,345万円
■�合併処理浄化槽の設置にかかる費用の補助

…4,009万円

❹潤いある快適なまちづくり

■道路の新設や拡幅などに要した経費
■道路の維持補修などの対応
■橋

きょうりょう

梁の維持補修などの対応

…８億 473万円
…２億 6,894 万円
…１億 93万円

❺質の高い利便性あるまちづくり
■�物価高騰対策のため実施したみどモス応援券の配布
に要した経費
■�みどり市観光協会の支援に要した経費
■�特産品の創出に要した経費

❻にぎわいと活力あるまちづくり

■地域おこし協力隊事業
■行政区の活動助成金
■�ふるさと思いやり寄附金特産品等贈呈事業

…5,095万円
…3,589万円

…1,989 万円

❼市民と行政が協働してまちをつくる
■�公共施設個別施設計画に基づく事業推進に要した経
費
■�県議会議員・市議会議員選挙
■基幹系システム標準化事業

…９億 7,004 万円
…3,465 万円
…2,530 万円

❽自立した都市経営を実現する

サマー・イングリッシュ・チャレンジサマー・イングリッシュ・チャレンジ

路線バス路線バス群馬県総合防災訓練群馬県総合防災訓練

会計名 歳入 歳出
太陽光発電事業特別会計 7,783 万円 4,463 万円
鉄道経営対策事業特別会計 4,028 万円 4,028 万円
国民健康保険（事業勘定）特別会計 53 億 8,355 万円 53 億 7,039 万円
国民健康保険（診療所勘定）特別会計 8,683 万円 7,920 万円
後期高齢者医療特別会計 ７億 577 万円 7 億 443 万円
介護保険（保険事業勘定）特別会計 47 億 235 万円 45 億 7,768 万円
戸別浄化槽事業特別会計 431 万円 355 万円
農業集落排水事業特別会計 8,115 万円 7,877 万円
企業用地整備事業特別会計 150 万円 ０円
富弘美術館事業特別会計 １億 2,031 万円 １億 1,378 万円
競艇事業特別会計 1,554 億 9,892 万円 1,554 億 612 万円

和
６
年
度
に
公
表
す
る
健
全
化
判
断
比

率
と
各
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１

項
お
よ
び
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
公

表
）
。

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
を
行
っ
た

結
果
、
み
ど
り
市
の
指
標
は
い
ず
れ
も
定
め
ら

れ
た
基
準
以
下
で
あ
り
、
適
正
な
財
政
運
営
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
、
健
全
財
政
を
維

持
し
な
が
ら
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

※１）早期健全化基準…�健全化判断比率の４つの指標のうち、いずれかが早期健全化基準以上となった場合、早期健全化団体として自主的な努力に
よる財政の健全化が求められます。

※２）財政再生基準……�健全化判断比率の将来負担比率を除く３つの指標のうち、いずれかが財政再生基準以上となった場合、財政再生団体として
国などの関与を受けながら確実な財政の再生が求められます。

※３）経営健全化基準…�公営企業の資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合、経営健全化団体として自主的な努力による財政の健全化が求
められます。

指標 内容

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 福祉、教育、まちづくりなど、市の行政事務本体における赤字の程度を示す指標
（数値なしは赤字ではないことを指します。）

連結実質赤字比率 市の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤字額が黒字額を上回る場合にその程度を示す指標
（数値なしは赤字ではないことを指します。）

実質公債費比率 市の一般会計などが負担する公債費およびこれに準ずる経費の大きさを示す指標

将来負担比率
将来支払っていく可能性のある負担が、財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す指標
（数値なしは将来支払っていく可能性の高い負担が、基金などの預金や毎年の税収などで十分に賄え
ることを指します。）

資金不足比率
公営企業ごとの資金の不足額の大きさを示す指標（数値なしは資金不足ではないことを指します。）
※ みどり市の公営企業は、太陽光発電事業特別会計、戸別浄化槽事業特別会計、農業集落排水事業特

別会計、企業用地整備事業特別会計、簡易水道事業会計、公共下水道事業会計で、いずれも資金不
足ではありません。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

■用語解説

■特別会計

全
会
計
に
お
い
て
適
正
運
営
状
況
を
維
持

みどり市の数値

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

13.01％ 20.00％

20.0％

18.01％ 30.00％

350.0％

25.0％ 35.0％

数値なし

数値なし

4.7％

数値なし

数値なし

早期健全化基準※１
（イエローカード）

経営健全化基準※３

財政再生基準※２
（レッドカード）

■健全化判断比率と資金不足比率

決算報告

会計名 区分 収入 支出

簡易水道事業会計
収益的収入および支出※① １億 3,431 万円 １億 1,734 万円
資本的収入および支出※② 1,820 万円 4,347 万円

公共下水道事業会計
収益的収入および支出※① 7 億 2,967 万円 6 億 3,785 万円
資本的収入および支出※② 8 億 2,269 万円 8 億 1,245 万円

■事業会計
※�①）一事業年度の企業の経営活動に伴
い、発生する全ての収益とそれに対応
する全ての費用

※�②）企業の将来の経営活動に備えて行
う建設改良および建設改良に係る企業
債償還金などの支出とその財源となる
収入

令

新型コロナウイルスワクチン接種新型コロナウイルスワクチン接種

わたらせ渓谷鐵道わたらせ渓谷鐵道

「みどり５つのゼロ宣言」達成に向け、全庁的にさまざまな施策に取り組んでいます
　市では「ぐんま５つのゼロ宣言」達成の後押しを行い「みどり５つのゼロ宣言」の達成につなげるため、新エ
ネルギー基金を一部取り崩し、群馬県が発行したグリーンボンドの購入に充てました。グリーンボンドの購入に
より得られる利子収入や新エネルギー基金を活用し、エネルギー施策および環境分野に係る各種事業により市民
へ還元する予定です。 ■令和５年度　３口購入（3,000 万円）　 ☝市HP

…２億6,425万円
…2,393万円
…707万円

https://www.city.midori.gunma.jp/kankyo/1001719/1006009.html



